
研究主題

「持続可能な社会の実現を目指し，学びを問い合い，自己の責任を考える社会科の授業」（第４年次）

１ 研究の基本的な考え

◆主題のとらえ

本研究主題１年次では，第６学年「３人の武将と全国統一」の学習で，「波乱万丈の戦国武将戸田氏」という単元を構想し

た。そこでは，戦国武将それぞれが究極の決断（まさに生きるか死ぬかの選択）をくり返して生きていかなければならなか

った時代が戦国時代であったことを子供に気づかせることができた。そして，先人の様々な決断の積み重ねが歴史であり，

自分たちが下す決断がこれからの歴史をつくっていくのだという意識をもたせるとともに，よりよい生き方をめざすための

決断の重要性について考えさせることができた。また，子供の問題意識に沿った自作資料の提示により，子供は，いろいろ

な立場の人の思いや状況をより多面的に追及することができた。さらに，地域とつながりの深い歴史上の人物を取り上げ，

人物の思いを深く追及することで思いに寄り添い，決断の重大さや責任の重さについてとらえることができた。

２年次においては，第５学年「わたしたちの生活と食糧生産」の学習で，「ウズラ日本一を守れ！」という単元を構想した。

そこでは，地域の畜産業を教材化し実践を行った。平成２１年２月に豊橋のウズラ農家で確認された鳥インフルエンザウイ

ルスの影響で，地域の養鶉業者は飼育していた多くのウズラを殺処分せざるを得なくなった。そこで，養鶉業界で共に生き

残るために，自己犠牲をはらってでも日本一の「豊橋ウズラ」ブランドを守り，巻き返しを願って日々奮闘している生産者

の姿を子供にとらえさせた。さらに，子供が地域の中心的な養鶉業者の生き方にふれ，その人の思いに寄り添うことで，生

産に携わる人々が現在だけではなく，将来にかけての業界全体の発展を目指していることに気づき，持続可能な社会の実現

とは何か，それぞれが考えるようになった。

３年次では，２年次の研究をさらに深めるために，第５学年「わたしたちの生活と食糧生産」の学習で，「ハウスでがっち

り！～日本一の大村ラディッシュ～」という単元を構想した。地域では，狭い耕地面積を最大限に活用した施設園芸が広く

行われている。その中でも，地域のラディッシュ生産者が中心となって組合を組織し，協力して生産・出荷している人々を

教材化することで，地域で作られたラディッシュを日本全国に流通させ，消費者の信頼を得るまでに費やされた生産者の様々

な努力や工夫，苦労について気づかせることができた。さらに，厳しい品質管理や出荷体制を組合で維持していることに子

供が気づくことで，日本一のシェアをもつ「大村ラディッシュ」というブランド野菜が，一個人の力ではなく，地域のラデ

ィッシュ農家の協力により為し得たということをとらえさせることができた。

４年次にあたる本年度は，第６学年「世界の中の日本」の学習で，「東田海外協力隊」という単元を構想した。平成２３年

３月１１日に発生した東日本大震災では，震災後，世界１６３もの国と地域から日本に対する支援が寄せられた。このよう

に多大な支援を日本が受けることができた要因として，長年にわたり行われてきた日本の開発途上国に対する ODA（政府

開発援助）があげられる。ODAの中には，JICA（日本国際協力事業団）が行っている青年海外協力隊も含まれている。現

隊員や隊員OB との交流をとおして支援の実際を知り，平成９年以降減り続けているODA のこれからについて子供に考え

させることで，日本が将来にわたって発展していくためには世界とのつながりが不可欠であり，国内の問題だけでなく，途

上国への支援も重要であることに気づかせたい。

『持続可能な社会の実現を目指し』

持続可能な社会とは，現代社会に生きる人々の欲求の充足だけではなく，将来の世代を生きる人々のニーズまで考

えることで実現される社会である。そのような社会の実現を目指すためには，一個人・一企業・一国家の利益だけを

追求していては望めない。利害関係や世代をこえて，互いの主張を理解しようと努め，よりグローバルな視野に立っ

て考えることでこそ，持続可能な社会が実現できる。

『学びを問い合い』

問題解決学習をとおして，子供自身が自分と社会事象とのかかわりに気づき，友と学びを共有する中で，自らの考

えを問い直し，社会事象を自分のこととしてとらえることにつながる。

『自己の責任を考える』

主体的に社会とかかわる能力は，公民的資質に含まれる大事な要素である。主体的に社会とかかわるためには，社

会に対する自分自身の責任を明確に自覚することが必要不可欠である。つまり，社会事象に含まれる問題が，自分と

かかわりのある問題として子供にとらえられてこそ，自己の責任を考えることができる。

２ 本年度の授業研究

◆研究の仮説

本年度の授業研究において，次のような仮説を設定する。

◆研究の手だて

研究の仮説を実証するために，次の手だてを具体的に講じ，実践を行う。

① 共生の重要性を認識するための学習活動の展開

ア）東日本大震災に対する世界各国の日本に対する支援をきっかけに，日本の開発途上国に対する支援に目を向けさせ，

これからの日本の支援のあり方について追究していく単元構成にする。

イ）日本や開発途上国の現状，日本の国際支援のあり方が理解できるような自作資料を用意する。

② 友達とより深くかかわるための，個々の確かな足場づくり

ア）個々の確かな足場をつくるために，青年海外協力隊とOBとの交流活動を取り入れたり，朱書きや対話・教室掲示で

思考の整理をしたりする。

イ）個々が友達と多く話し合い，より深くかかわるようにするために，問題を追究する際にグループ討論の場を設定する。

③ 国際支援について，自分なりのかかわり方を考える場の設定

ア）開発途上国では多くの人々が貧しい生活を送っている事実や，日本の財政の危機的な状況といった現状をふまえたう

えで，日本の国際支援を見つめ直させ，自分なら何ができるかを考えさせる。

① 青年海外協力隊員とOBとの交流や調べ学習をとおして，日本の国際支援の意義や現実を見つめ直すような単元を

構成すれば，広い視野をもち，共に助け合っていく社会の重要性に気づくであろう。

② 個々の問題意識にそった自作資料を用意することで個々の考えの足場づくりをより確実に行い，個々の考えを効果

的に関わらせる場の工夫をすれば，子供は考えを再構築したり思いを深めたりすることができるだろう。

③ 日本の途上国に対する支援の重要性や問題点を知り，国際社会の中で日本の果たすべき役割を考えさせていけば，

将来国際化が進む社会を生きていくための「自分なりのかかわり」を考えることができるだろう。



第６学年２組 社会科授業案

授業者 山本 宏一

１ 日 時 平成２４年６月２６日（火） 第５時限 東田小学校 ６の２教室

２ 単元名 「東田海外協力隊」

３ 単元の目標

・日本の途上国への支援や青年海外協力隊の活動に興味をもち，進んで調べたり，協力隊員の話を真剣に聞いたりしようと

している。 （社会事象への関心・意欲・態度）

・日本が途上国に行っている支援の意義や，国際社会の中で日本が果たすべき役割を考えることができる。

（社会的な思考・判断・表現）

・地球儀や世界地図で日本が支援している国や日本に支援してくれている国の位置を確認するとともに，各国との貿易額や

日本の ODA 額の推移をグラフから読み取ることができる。 （観察・資料活用の能力）

・日本が途上国にしている支援は，国際連合や NGO，ODA といった活動を通して行われていることを理解することがで

きる。 （社会的事象についての知識・理解）

４ 単元設定の理由

（１）児童観

本学級の子３４名は，心が優しく協調性がある子が多い。５月に行われた校外学習では，１年生と豊橋公園まで歩いて

行き，途中で疲れ果ててしまった１年生を励ましたり，荷物をもってあげたりする子の姿が多く見られた。また，入学式

の準備では，男女が協力して素早くイスを並べることができた。一方で，まわりに気を遣うあまりに，子どもらしく大き

な夢を語ったり，人目を気にせず活発に行動したりする子の姿はあまり見られない。優しさと協調性に加えて積極性が備

わってくると，さらによい学級集団へと成長するだろうと思われた。

５年生時に学習した単元「食料生産とわたしたちの生活」では，わたしたちの生活が食料を生産する人々によって支え

られ，多くの食料が外国から輸入されていることを多くの子が理解した。しかし，日本の貿易相手国としてアメリカ合衆

国や中国，オーストラリアなどをあげる子がほとんどで，他にもたくさんの国々と日本がつながっていることに気づく子

は少なかった。特に，開発途上国とのつながりに気づいている子はほとんどいない。また，今年度の５月に行った外国に

ついてのアンケートでは，「外国に興味がある」と答えた児童が２６名，「外国に行ってみたい」と答えた児童が２０名だ

った。その理由として「外国の生活や食べ物に興味がある」「日本を出て，広い世界を見てみたい」という意見がある一

方で，「外国にはこわい人が多そう」「外国には戦争があるし，銃をもっている」という意見もあり，外国に対して漠然と

した不安を感じている子もいた。このことから，多くの子供は外国に対して興味をもっているが，自分とあまりかかわり

がなく，知識もないことから，否定的な感情をもっている子もいることがわかる。また，子供にとって外国とは，アメリ

カ合衆国や中国のような大国であり，アフリカやアジアに多い開発途上国は，日本とかかわりのある国としてあまり認識

されていない。

本単元では東日本大震災に対する世界各国の日本に対する支援をきっかけに，日本の開発途上国に対する支援に目を向

けさせ，これからの日本の支援のあり方について追究していく。その中で，現在豊橋からアフリカに派遣中の青年海外協

力隊員や豊橋市在住の青年海外協力隊 OB との交流を取り入れる。開発途上国のために誠心誠意働く人々の活動を知り，

途上国支援の意義を考えることで，自分たちにできる具体的な国際支援を考え，積極的に行動する子を育てたいと考えた。

世界と日本とのつながりの大切さを知り，そのつながりをこれからも育んでいこうとする国際的な視野をもつようになっ

てほしい。

（２）教材観

○東日本大震災で日本を支援してくれた国々

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災では，復興支援のために日本は多くの国から援助を受けた。特筆すべき点と

してブータン・スーザン・タンザニア・カンボジア・エチオピア・東ティモールなどの後発開発途上国と言われる所得水

準の低い国からも日本に義援金が届いたことである。そして日本は，2011 年においてスーダンを抜いて，世界で最も多

くの援助を受ける国になり，世界 5 位の援助国であると同時に，世界 1 位の被援助国になった。各国が日本を支援して

くれる要因として，人道的な理由の他に，日本が ODA（政府開発援助）という形で開発途上国を支援し続けてきたとい

う事実があげられる。

○ JICA（独立行政法人 国際協力機構）青年海外協力隊

青年海外協力隊は今から４０年以上前に始まった国際協力のための仕組みである。協力隊の試験に合格した隊員は福

島二本松，長野駒ヶ根で訓練を重ね，開発途上国に２年間派遣される。隊員は派遣される国を選ぶことはできない。ま

ず，途上国からの要請があり，それを受けた JICA が適材適所の人材配置をして協力活動が行われる。



この事業は JICA によって行われている。JICA によると青年海外協力の意義は３つある。一つは開発途上国との友

好親善及び相互理解の深化である。二つ目はボランティアに参加する人が海外から日本社会をみて，日本の良さや課題

を発見し自分自身の成長につなげること。三つ目はボランティア参加を通じて学んだことを帰国後日本社会に還元する

ことである。開発途上国・ボランティア自身・そして日本社会のためにこの事業は行われている。

○ JICA の問題点と国際協力の課題

近年日本は不景気で，日本政府は約８９２兆円の負債を抱えている。そのため，公共事業の削減を求める国民の声も

ニュース・新聞等で多く聞かれる。日本の ODA 予算についても同様で，1997 年以降減少の一途を辿っている。その

額は 97 年（最高額）を基準にすると，その 58％にしか満たない。民主党による事業仕分けでも JICA の事業が槍玉に

挙げられた。さらに，東日本大震災の復興費用が加わり，「日本がたいへんな時に，外国に援助している余裕があるの

か」という意見が国際協力を考えるシンポジウムでも多く寄せられた。日本の国際協力は大きなジレンマを抱えている。

○ 青年海外協力隊員 金田氏と OB の兵藤氏

金田氏は豊橋市出身で，現在アフリカのザンビアに派遣されている隊員である。２９歳の時に協力隊に応募し，退職

をして，協力隊に参加した。勤務地はザンビアの中でも僻地の村である。かろうじて電気が通っているが，電波・ガス・

水道がない中で小学校と中学校の理数系教師として働いている。日本での教員免許はないが，独学で勉強し英語で授業

をしている。金田氏には，彼のもつ外国に対する強い好奇心と，途上国に対する教育の必要性を話していただく。

兵藤氏は中野校区で農業を営んでおり，２０年ほど前に，サモワに派遣された協力隊員 OB である。現在は豊橋市の

協力隊員 OB 会の会長を務めている。協力隊や兵藤さんが考える途上国支援の意義について話していただく。

（３）指導観

子供に国際協力の意義，世界の中での日本の役割をとらえさせ，共生社会への確かな認識と実践力を身につけさせるため

に，次のような手立てを考えた。

① 共生の重要性を認識するための学習活動の展開

ア）東日本大震災に対する世界各国の日本に対する支援をきっかけに，日本の開発途上国に対する支援に目を向けさせ，こ

れからの日本の支援のあり方について追究していく単元構成にする。子供の思考を意識し，疑問や追求したい点から次の

問題が決まるようにするために，問題発見→予想→調べ学習→話し合い→感想での疑問→問題発見というパターンをもと

に単元を構成する。

イ）日本や開発途上国の現状，日本の国際支援のあり方が理解できるようにするために，日本が途上国に対して行っている

ODA 額を地図で表した自作資料や，日本の ODA 額が年々減少している様子がわかるグラフなどを用意する。

② 友達とより深くかかわるための，個々の確かな足場づくり

ア）個々の確かな足場をつくるために，インターネットや図書・自作資料を使った調べ学習を行ったり，青年海外協力隊員

や OB と交流し，聞き取りを行う活動を取り入れたりする。現在，アフリカのザンビアで活動している隊員との交流は，

インターネットを使ったテレビ電話である「スカイプ」を利用する。また，世界の白地図を GNI（国民総所得）別の色分

けをすることで，先進国と途上国の所得の違いに目がいくような資料を教室に掲示し，地図帳や地球儀を常に教室に置き，

いつでも国の位置や名称を確かめられるようにすることで，子供の思考を整理する。

イ）個々が友達と多く話し合い，より深くかかわるようにするために，問題を追究する際に，グループで意見を出し合い，

問題に対する予想を立てるようにする。グループの仲間の意見を聞くことで，多角的に問題を考えられるようにする。

③ 国際支援について，自分なりのかかわり方を考える場の設定

ア）日本の国際支援を見つめ直すために，図書や JICA のホームページを使って，開発途上国では多くの人々が貧しい生活

を送っている事実を知ると同時に，日本の財政の危機的な状況を資料を使って理解させる。

イ）これからの日本の国際支援に関して，自分なりのかかわり方を考えさせるために，途上国に対する支援の意義について

考える場を設定し，日本に住む自分たちと世界とのつながりを気づかせるようにする。








